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1. 主題設定の理由 

今年度、高等学校においても新学習指導要領による教育を受ける生徒が全学年そろった。この指

導要領におけるキーワードの一つである「探究的な学び」は、授業等で獲得した「知識・技能」を

活用して、「思考力、判断力、表現力」や「学びに向かう力、人間性等」を育成することを目的の

一つとしているが、本校では平成 8 年度に設置された自然環境科において、既に 28 年間この学び

を実践している。貴重な動植物が保護されている尾瀬ヶ原を中心とした豊かな自然環境をフィール

ドに、生徒たちは系統的に練られた教育課程による探究的な学びを積み重ねてきた。 

果たして、この 28 年に及ぶ自然環境科の教育はどのような人材を社会に送り出したのか、どの

ような影響を地域に与えたのか。この「探究的な学び」は有効な学び方なのかを検証し、成果と課

題を明らかにしたい。 

 

2. 本校の概要 

本校所在地は群馬県沼田市利根町であるが、尾瀬ヶ原の玄関口であ

る利根郡片品村にも隣接する中山間地域にある。昭和 37年、群馬県立

沼田高等学校武尊（ほたか）分校として設置され、昭和 43年には群馬

県立武尊高等学校として独立を果たした。平成 8年には現在の校名で

ある尾瀬高等学校に改称し、普通科・経営情報科に加え、自然環境科

を新設した。現在は普通科・自然環境科各 1クラス 2学級の学年編成、

生徒数 117名の小規模高校である。 

普通科は第 2学年次に四年制大学への進学を目指す「人文科学コー

ス」と社会で即戦力となる人材育成を目指す「経営情報コース」に分

かれる。在籍する生徒の大半は、平成 15 年にスタートした尾瀬地域

（沼田市立利根中学校・片品村立片品中学校）における連携型中高一

貫教育により入学してくる。この制度では高校入学者選抜において「全

日制課程選抜」とは別の「連携型選抜」による受入れをしている。 

自然環境科は周辺の豊かな自然環境を学びのフィールドとしてお

り、「自然との共生」を図ることができる人づくりを目指した実習を

中心とした教育課程を編成している。この特徴的な学びに興味を持った子どもたちを全国から受け

入れており、自宅からの通学が困難な遠方の生徒たちは「尾瀬ハートフルホーム・システム」によ

り、地域の方々の家庭にホームステイさせていただいている。 

昭和 37 年の開校から昨年度末までの卒業生は 5,654 名となっており、地域を支える人材として

活躍するだけでなく、各地でその能力を発揮している。 

 

3. 自然環境科のカリキュラム（詳細は資料 1参照） 

 自然環境科では多様な自然の中での自然観察や環境調査を通して、様々な課題を発見し解決する

能力を身に付けることが基本理念となっている。この探究的な学びを受ける生徒たちは豊かな感受

性を磨き、「自然とのふれあい」を啓発するためのコミュニケーション能力を高める。 

 1 年次は「総合尾瀬」という学校設定科目の中で、先生方や県内各地から派遣される多様なバッ

クグランドを持つ外部講師から指導を受け、野外実習で必要とされる基本的な技術や自然を理解す

る姿勢を身に付ける。2 年次は調査活動と環境測定が主な内容で、先輩方が蓄積してきた調査を深

めたり、生徒一人ひとりがテーマを設定して調査活動をしたりと、先生方からアドバイスを受けな
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がら、仲間たちと協働的に分析した結果をまとめる。3年次はインタープリテーション（自然解説）

と環境ボランティア、自然体験活動が中心である。地域だけでなく首都圏の小中学生とも自然観察

会を行い、豊かな尾瀬地域の自然環境の紹介を生徒たちが行う。また、環境省や自治体、地元企業

と協力して、環境保全のボランティア活動も活発に行っている。 

 

4. 地域連携が生み出す自然環境科の存在価値 

2018年、日本を訪れる外国人観光客が 3000万人を超え、オーバーツーリズムが各地で問題とな

った。コロナ禍によりその問題は落ち着いていたが、昨年は過去最高を更新して主要観光地では問

題が再燃している。私たちが学習フィールドとしている尾瀬ヶ原ではオーバーツーリズム問題は大

きく取り上げられていないが、30年ほど前に同様の経験をしている。 

1990 年代、尾瀬ヶ原を訪れる観光客は年々増加し、地域の観光業は好景気に沸いた。ところが、

この状況によりミズバショウやニッコウキスゲ等の植生が踏み荒らされたり、ゴミが湿地に散乱し

たりしてその景観は荒れ果て、観光客の足を遠のかせる要因となった。1996年の 60万人をピーク

に来訪者は減り、自然環境保護と観光開発は相反することとして捉えられた。 

この課題に対し、周辺自治体は尾瀬保護財団を設立させた。植生の復元や観光客マナー改善を促

す等、尾瀬ヶ原の自然環境保護に動いた。さらに群馬県はこの尾瀬地域に存在する本校に全国初の

「自然環境科」を設置した。その目的は豊かな自然環境をフィールドに、「知る・調べる・伝える」

をコンセプトとした探究的な学びによる人材育成である。尾瀬ヶ原や日光白根山、吹割の滝等の地

域の観光地における自然環境調査や地域の観光開発との融合等が教育課程に組み込まれ、「自然と

の共生」を担える人材を育てる環境が整えられた。 

自然環境科の教育実践の中でも、尾瀬地域のボランティア団体である「シラネアオイを守る会」

との長年にわたる連携は、特筆すべきものがある。かつて、日光白根山の麓に群生していたシラネ

アオイという高山植物が盗掘やニホンジカの食害に遭い、その数が激減してしまった。この課題に

対して、生徒たちとシラネアオイを守る会等による定期的な採種や育苗、移植作業が自然環境科設

置前から行われている。現在もその活動は継続されており、非常に大きな効果を発揮している。ま

た、環境省との連携では、尾瀬ヶ原のミズバショウやニッコウキスゲ等をニホンジカの食害から守

るために、シカ除け柵の設置ボランティアを行っている。さらに福島大学との連携によるニホンジ

カ生態調査も行い、食害被害の課題解決のための研究活動にも取り組んでいる。他にも地元企業と

の連携による水芭蕉プロジェクト、尾瀬保護財団との連携による尾瀬ヶ原ＰＲイベントへの参加等、

様々な形態での「自然との共生」を実践している。 

このように自然環境科の 28 年の教育実践は「自然との共生」をする人材を多方面に輩出すると

ともに、本校が地域自然環境保護意識醸成の拠点となり、地元自治体の首長からは「なくてはなら

ない高校」とのお墨付きをいただいている。高齢化が進行する中山間地域にある本校の生徒たちは

地域の方々からの惜しみない協力により安心して学校生活を送り、その恩返しに生徒たちは元気と

明るい笑顔を地域に与えている。また、全国からこの学びを受けに子どもたちが集まり、尾瀬地域

が「第二のふるさと」になり、関係人口創出に貢献している。 

 

5. 探究的な学びによる生徒の変容 

私は過疎化に悩む地方を支え、新たなイノベーションを生み出すのは高校生だと考えている。そ

の理由は発想の柔軟性と人間関係にしがらみのないことである。頭の固い大人には余計な知識があ

り、面白い取組があってもできない理由を並べてしまう傾向がある。その点、最近の若者たちには

失敗を恐れずチャレンジすることができる人が増えている。その理由として、多くの大学において、

地域活性化をテーマとするプロジェクト学習を展開していることが影響していると考える。しかし、

地方の中山間地域には大学等の高等教育機関が存在しない。そこで期待できるのが高校生である。



「探究」をキーワードとする今回の学習指導要領は、若者たちの起業家精神（アントレプレナーシ

ップ）を育て、少子高齢化に悩む地方を支える人材を生み出すことにつながるだろう。 

本校では自然環境科はもちろん、普通科の生徒たちも地域の大人たちと協力して、地域活性化の

ための様々な活動を行っている。その活躍を受けて、片品村で昨年度発足した「尾瀬かたしな未来

構想委員会」に、本校生徒 2名が委員として選出されている。2名の生徒とも大人に混ざって堂々

と意見を述べており、村長さんからも高く評価していただいている。今後、どのような意見がまと

まるか、そして委員の生徒だけでなく学校としてできることがあるのではないか、と期待している。 

探究的な学びを 28 年続けてきた本校生徒たちは、中学生の時はそれほど活躍できなかった生徒

が多い。その生徒たちが地域の大人たちとの対話や先生方の手厚い指導（教員 1名に対して生徒お

よそ 5名）により、プレゼンテーション能力や情報処理能力等の非認知能力を飛躍的に向上させて

いる。これは自然環境科の教育課程がすでに 28年前から、「知識・技能」を土台に「思考力・判断

力・表現力」と「学びに向かう力・人間力等」を磨くことの実践による産物であり、その卒業生た

ちの各方面での活躍は枚挙にいとまがない。ハートフル生として他の地域から本校で学び、そのま

ま移住して地元企業で働く方、本校で理科の実習助手として勤務する方、片品村役場で活躍する方、

環境省で活躍する方など、地域との密接な関係性を卒業生たちが証明している。これらの方々が本

校教育活動へ協力する姿や様々な地域でのイベント等で後輩たちのために汗を流している姿は、生

徒たちのロールモデルとして輝き、好循環を生み出している。 

生徒たちは探究的な学びの中で地域の方々と触れ合う機会が多いが、高く評価していただいてい

る能力の一つがプレゼンテーション能力である。自然環境科の学びのコンセプトは「知る・調べる・

伝える」であり、諸先輩方から後輩たちに伝統的に受け継がれている。令和 6年 3月に行われた上

海東難（ドンタン）高校とのオンライン学習成果交流会では、生徒たちが堂々とした英語によるプ

レゼンを披露した。参観した県教育委員会指導主事からはその内容、論理性、発信力等に驚きの声

が聞かれた。また、様々なコンテストで表彰を受けたり、マスコミからの取材を受けたり、議員等

の視察団への説明も生徒が行ったりと、高いレベルの「伝える」力は生徒たちの当たり前となって

いる。もちろん、入学当初から立派に自分たちの学びを伝えられていたわけではない。先輩たちが

堂々と説明する姿を少しずつ学び、課題を克服しながら成長するのである。ある 3年生にプレゼン

テーションをほめたら「1 年生の時は話をする相手の目を見ることはできなかったけれど、先輩た

ちの姿や自分の学びが深まれば深まるほど、自信がついて話せるようになりました。」と自らを振

り返っていた。私はこの発言を聞き、28年間の自然環境科の教育実践の積み重ねが生徒たちを成長

させていることを実感し、生徒の変容こそがこの学校の宝であると確信した。 

   

6. これからの尾瀬高校 

自然環境科生徒たちの教育実践は、地域の様々な立場の方々と密

接に結び付き、互いに WIN－WINの関係性が形成されている。しか

し、普通科生徒たちの地域への密着度に課題があった。そこで今年

度より本校の探究イベントに統一のロゴマークを作った。（右図） 

この「K!ZUKU!」のコンセプトの 1つ目は「築く」。これまで積

み上げてきた経験が人としての価値を築き、地域とつながる活動が

尾瀬高の存在意義を築く。2 つ目は「気付く」。生徒一人ひとりが自分の魅力に気付き、一歩前に

踏み込んでほしい、尾瀬高の魅力に気付き、ポジティブな 3年間を過ごしてほしい。地方の小規模

高校の生徒たちが自信と誇りに満ちた高校 3年間を過ごし、一人ひとりが一回りも二回りも成長を

してほしいという気持ちが込められている。 

この「K!ZUKU!」の第 1弾として、普通科の生徒たちを対象に、高崎商科大学・㈱ワークバンド・

㈱電通との高大社連携による「尾瀬高校魅力発見プロジェクト」を実施している。その集大成とし



てマスコミ各社の方々に審査員になっていただき、「フライヤープ

レゼンテーションマッチ」を行った。これは中学生やその保護者が

「尾瀬高で学びたい、通わせたい」と思わせるようなフライヤーづ

くりを通して、生徒たちに自分たちが通う高校の魅力に気付き、そ

の手法を身に付け自らの魅力を認識することが目的である。 

普通科の生徒たちは自然環境科の生徒たちのプレゼンテーショ

ン能力やその学びを、日頃からリスペクトしている。自然環境科の

生徒たちは、この地域の生徒たちの素朴さに触れ、素直な心が育ま

れ、普通科の生徒たちは地域外の生徒たちの学びに対する姿勢に

感化され、より深く学ぶことを厭わなくなる。この地域で育った普

通科の生徒たちが県外や県内他地域から学びに来た生徒たちとの

間に相乗効果が発揮されている。この貴重な学びの環境を私たち

教職員は維持、発展させながら生徒たちを支えていきたい。今後も

小規模高校のメリットであるスピーディーな意思決定を発揮し、地

域や関わっている方々からの提案を柔軟に受け入れたい。 

結びに、近年ＳＤＧｓの概念が広く浸透しつつあり、環境保全活動を広める取組や知識は未来を

担う若者たちには必要不可欠であると強く感じている。また、地域の未来を考える会議に、高校生

が積極的、主体的に参加し、大人に負けない意見や主張をしていると、最近よく耳にする。本校は、

生徒たちが「自然との共生」を担う人材や地域活性化を担う人材となるための様々な仕掛けを教育

活動に盛り込んで、尾瀬地域が継続的、発展的に成長することを支えたい。そのためにこれから本

校は「知識・技能」を詰め込む学びから質的な転換を大胆に図り、「思考力・判断力・表現力」や

「学びに向かう姿勢・人間性等」を育むための教育活動をさらに発展させる所存である。 
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